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本学におけるカリキュラム



➢ 学部学生が入学後に最も早く学ぶ分野

➢ 獣医解剖学は動物の骨や臓器の形態、位置関係などを学ぶため、
生体を用いての学習が理想

➢ 解剖学実習前の導入として、プラスティネーション模型を利用

➢ 獣医生理学、獣医薬理学の実験、実習では、市販 or 自作した
実習方法や実験手技についての映像教材や過去の実験データを用い
た計算シミュレーション等を活用することで実験動物の使用数削減に
努めている。

基礎獣医学系科目の動物代替法



獣医解剖学 保田昌宏教授  提供

プラスティネーション模型



獣医解剖学 保田昌宏教授  提供

獣医解剖学実習



獣医解剖学 保田昌宏教授  提供

獣医解剖学実習



➢伝染病発生時の机上訓練や対応シミュレーション等の演習

➢県内農場（牛、豚、鶏）で得られた様々な家畜衛生に関す
るデータを活用した実習

➢食肉処理場由来の牛蹄を用いた削蹄実習

病態・応用獣医学系科目の動物代替法



産業動物衛生学 上村涼子准教授  提供

食肉処理場由来の牛蹄を用いた削蹄実習



➢小動物分野の実習（参加型臨床実習以外）では、保定や

採血、眼科検査を除き、生体を用いた実習はかなり削減

➢代替として、人工皮膚を用いた縫合練習や臨床例の手術

見学、食肉処理場由来の牛や豚の胃、小腸、膀胱などを

各種縫合練習に活用

臨床獣医学系科目の動物代替法



臨床獣医学系科目の動物代替法

豚の胃腸を用いた縫合実習（獣医外科学実習）



臨床獣医学系科目の動物代替法

豚の膀胱を用いた縫合実習（獣医外科学実習）



臨床獣医学系科目の動物代替法

豚肺を用いた肺葉切除実習（獣医外科学実習）



➢産業動物分野の実習（参加型臨床実習以外）では、学内

（附属牧場を含む）で飼養されている牛や豚の生体を用い、

保定、身体検査、採血、直腸検査などを実施

➢一部の実習では、子宮および子宮頸管モデルを用いたり、

食肉処理場由来の牛、豚および馬の子宮（妊娠子宮含む）

を使用

臨床獣医学系科目の動物代替法



産業動物繁殖学 北原 豪准教授  提供

臨床獣医学系科目の動物代替法

子宮モデルを用いた人工授精の練習（臨床繁殖学実習）



（食肉処理場由来）妊娠子宮を用いた帝王切開の練習

（臨床繁殖学実習）

産業動物繁殖学 北原 豪准教授  提供

臨床獣医学系科目の動物代替法



➢本学でのプレクリニカルの実習は、３年生、４年生の科目

内で実施

➢各実習の復習を兼ねて、獣医学共用試験（4年後期終了後）

の約１週間前にスキルスラボ（牛や犬の模型等を設置）

臨床獣医学系科目の動物代替法
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